
令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 仲本 小学校 ）     学校番号 ００５                            【様式】 
目 指 す 学 校 像 わからなかったことが わかるようになる学校  わかったことが さらにわかるようになる学校        

          

重 点 目 標 

１ 確かな学力の育成のための、個別最適な学びの実現と、学ぶ意義を実感できる教育課程の創出（学力向上） 

２ 安心で安全な教育環境の整備と、豊かな心とたくましい体の育成（安心・安全） 

３ 学校運営協議会を核とした、学校、家庭、地域における情報共有と行動連携（地域とともにある学校づくり） 

４ 学校生活の真の楽しさを味わわせることができる授業力と指導力の育成（教職員の資質向上） 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１３日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

学力向上に関する取組 
<現状> 
〇学校課題研修の関連アンケート結果から、主体

的に学習したり、学び方を自分で決めたりする
姿が９割の児童に認められる。 

〇学校評価アンケート結果から、デジタル教材の
授業での活用について、８～９割の肯定的な回
答を得ている。 

〇全国学力・学習状況調査の結果分析、STEAMS 
TIME の実践などから、本校ならではの教育課程
を工夫することができた。 

<課題> 
○学校課題研修の関連アンケート結果から、学習

課題を受けて考えたり、自分の意見を積極的に
表出したりすることについて、肯定的回答がや
や低く、課題がある。 

○学校評価アンケート結果から、家庭でのデジタ
ル教材の活用について、肯定的回答が３～５割
にとどまり、課題がある。 

・確かな学力の
育 成 の た め
の、個別最適
な学びの実現 

 
 
 
 

① 授業の中に自分で考える時間を確
保し、考えたことを豊かに伝え合
い、自分の考えを広げるようにす
る。 

② スタディサプリやデジタル教科書
等のＩＣＴを研究し、授業の中に
積極的に位置づけ、学校、家庭で
の活用を図る。 

③ 少人数指導、高学年教科担任制な
どの指導体制の工夫を通して、学
び方の自己決定を継続し、より主
体的で個別最適化された学習を提
供する。 

① 授業の中に、自分で考える時間を
確保するととこに、考えたことを
豊かに伝え合い、自分の考えを広
げられるようにできたか。 

② ＩＣＴを授業の中で積極的に活用
するとともに、家庭での学習でも
活用することができたか。 

 
③ ③学び方を自己決定させる機会を

つくり、主体的で個別最適化され
た学習を提供することができた
か。 

① 授業の中の考える時間や伝え合う時間に
ついては、教員が９７％、児童が９６％
あると感じている。 

② 児童はＩＣＴ機器の活用について、授業
では８３％が活用していると答えている
のに対し、家庭での活用に肯定的な回答
は１２％だった。 

③ 少人数指導、高学年教科担任制などの指
導形態を通して、児童に学び方を自己決
定させ、より主体的で個別最適な学習を
提供できたとしている教員が７３％だっ
た。 

Ａ 

① 考えさせたり、伝えさせたりす
る授業形態への意識は高まっ
た。その成果を児童に実感させ
たい。 

② タブレットの活用については、
保護者に多様な意見がある。活
用場面を検討し、成果や効果を
検証し、結果を伝える。 

③ 保護者から個別最適な学びを期
待する声が大きい。学び方の自
己決定をさらに推進する。 

 

・タブレット端末の授業での積
極的な活用をしていることに
ついては、評価する。 

・タブレットをはじめとした
ICT の活用については、適切
かつ効果的な使い方について
検討を重ねてほしい。タブレ
ット利用の学習で効果が見ら
れないこともあった。また、
破損により修繕となり代替機
での活用または使用できなく
なると聞いているので、扱い
についても小学校段階での指
導を望む。 

・オンライン上での人間関係の
トラブルが心配である。当事
者同士ではなく、第 3 者が介
入することで、難しい問題と
なっているようだ。 

・学ぶ意義を実
感できる教育
課程の創出 

① 国・市の学習状況調査、試行版の
学びの指標の分析から本校独自の
手立てを講じる。 

② 単元の最初に児童とともに学習計
画を確認し、課題の設定から振り
返りまでの流れを定着させること
で、自ら学びを調整できるように
する。 

① 調査結果を分析する時間を確保す
るとともに、分析結果から改善に
向けた実践ができたか。 

② ②学習の流れを定着させるととも
に、自ら学びを調整する機会をつ
くることができたか。 

① 全国学力学習状況調査について、分析結
果から改善に向けた実践ができたと感じ
ている教員は９０％だった。 

② 単元の最初に学習計画を立てることにつ
いての肯定的な回答は、教員が９５％、
児童が９３％だった。 

Ａ 

① 客観的な数値から実態を共有す
るために、全国学力学習状況調
査等の結果分析を継続する。 

② 学ぶ楽しさを実感させるため、
児童とともに学習計画を立案す
る機会、学びを調整する機会を
さらに増やす。 
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安心・安全に関する取組 
<現状> 
○安全点検結果を受けて、複数の教職員で確認を

行い、必要箇所の修繕を適宜行った。 
○教室掲示を精選したり、中庭の整備をしたりし

て、学校の環境を整えた。 
○児童がさまざまな関わりの中で、相手の気持ち

に立ったり、他者のよさを見つけたりするよう
に意識していることが学校評価アンケート結果
から分かる。 

<課題> 
○タブレットを含めた、学習用具の持ち帰りにつ

いて、課題が認められ、家庭でのデジタル教材
の活用があまり伸びなかった。 

○昨年度のいじめ認知件数は１４件であった。認
知したいじめの特徴から、「観衆」「傍観者」
をなくしていきたいと考える。 

・安全で安心な
教育環境の整
備 

① 毎月の安全点検を確実に実施し、
不具合個所の早期発見、早期対応
を継続する。 

② ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた環境整備を進める。 
 

③ タブレットを含めた、学習用具の
持ち帰りを計画的に行うようにす
る。 

① 安全点検における不具合個所が、
次月に持ち越されることはなかっ
たか。 

② ユニバーサルデザインの視点を取
り入れた環境整備の効果を確認す
ることができたか。 

③ 発達段階に応じた学習用具の持ち
帰りについて計画的に行うことが
できたか。 

① 安全点検を実施し、不具合個所について
早期発見、早期対応をすることについて
９８％の教員が肯定的だった。 

② ＵＤを取り入れた環境整備について９
８％の教員が肯定的だが、３４％の保護
者はわからないという回答だった。 

③ 学習用具の持ち帰りについて、教員は９
５％、児童は４０％、保護者は３０％が
肯定的な回答だった。 

Ｂ 

① 不具合個所の早期発見、早期対
応について高い意識をもって全
職員で取り組む。 

② ＵＤについて、効果を検証し積
極的に保護者に伝える。 

③ 学習用具の持ち帰りについて
は、改善が認められるが持ち帰
るものが集中する時期がある。 

 

・上水道の漏水等、施設の老朽
化については、学校として適
切に対応していただいた。た
だ、学校の周りをみても、改
善の余地があるところもあ
る。 

・いじめの対応については、
「通報者」というのが児童に
とってはハードルが高いので
はないか。成長に伴い、教師
に伝えることが悪いことと感
じる傾向があるので、継続し
て啓発してほしい。 

・児童のいじめ対策委員につい
ては、ぜひ実施をしてほし
い。小・中一貫教育の視点か
ら中学生の参画も視野に。 

・豊かな心とた
くましい体の
育成 

① 多様性を認められるようになって
いるよさを生かして、あいさつや
安全などの学校課題に対して、児
童が自ら改善する取組を発信する
ようにする。 

② いじめ撲滅に向けて、「観衆」
「傍観者」への自覚を促すととも
に、「仲裁者」「通報者」となれ
る勇気を育てる。 

① 児童委員会活動などにおいて、自
分たちの実態を話し合わせ、改善
のための方策を主体的に考えさせ
ることができたか。 
 

② 学校評価児童アンケートに「いじ
めを発見した時は、先生等の大人
に話している」という項目を新設
し、８０％以上が肯定的な割合と
なったか。 

① 学校課題に対して、児童自ら改善する取
組を考えさせることができたかというこ
とについて９８％の教員が肯定的だっ
た。 

② いじめ撲滅に向け、「仲裁者」「通報
者」となれる勇気を育成できたと感じて
いる教員は９５％、いじめを発見したと
き、大人に話している児童は８２％だっ
た。 

Ｂ 

① 課題の解決に向けて意見をもて
る児童が多いので、積極的に参
画できる機会（児童いじめ対策
委員会等）を作る。 

② いじめ撲滅に向けて、場面に応
じて「定例会」「校内委員会」
「臨時部会」を開催して組織的
な対応をさらに充実させる。 
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地域とともにある学校づくりに関する取組 
<現状> 
○学校公開やホームページの更新などの発信を定

期的に行い、保護者や地域との情報共有を行っ
た。 

○学校運営協議会にて熟議を行った結果として、
学校・家庭・地域での合同あいさつ運動を年間
３回行い、目指す児童像に迫った。 

○学校評価アンケートを見直し、保護者の主訴を
明確につかむように努め、組織としての対応を
行った。 

<課題> 
○保護者や地域住民等がさらに「当事者」として

学校運営に参画できるように、「つながり」の
機会をつくる必要が、学校運営協議会委員から
指摘されている。 

○学校公開やホームページなどによる情報発信を
さらに充実させることが保護者、地域から求め
られている。 

・目指す児童像
を地域全体で
共有 

① 児童が主体的に取り組んでいる姿
を、学校・家庭・地域で共有する
ことで、児童に、地域の一員であ
る意識を育てる。 

② 学校・家庭・地域の役割につい
て、学校運営協議会で熟議を行
う。 

① ２学期の学校運営協議会に児童が
参加する場面をつくり、意見交換
をすることができたか。 

② 学校運営協議会で、それぞれの立
場でできることを考えることがで
きたか。 

① 学校運営協議会で児童が実践発表し、発
表をもとに今後の重点を「ふれあい」と
することが共通理解された。 

② 熟議に入る際、それぞれの立場でのご意
見をいただきたいことを確認することが
できた。 

Ｂ 

① 重点である「ふれあい」が具現
化できるように各団体等に呼び
かける。 

② 引き続き学校運営協議会に児童
が参加できる場面を作り、意見
交換をする。 

 

・今後の重点である「ふれあ
い」が共通理解できたことは
よい。運営協議会をきっかけ
として、自治会でも児童の参
画を促すという視点ができ
た。各立場で、次年度以降進
めていきたい。 

・学校からの相談や訴えに適切
な対応をしていないというこ
とではなく、保護者の遠慮が
数字に表れている結果だと解
釈している。 

・学校だよりの Web 掲載はあり
がたい。情報発信について
は、保護者のニーズを調べ
て、発信する方法や内容を今
後検討してほしい。 

・保護者のニー
ズに寄り添っ
た学校運営 

① 保護者からの訴えの受け止め、方
針の検討、取組の見守り、結果の
見届けを組織的に行うことを継続
する。 

② アフターコロナの状況下におい
て、学校公開やホームページなど
による情報発信、行事等のライブ
配信を見直し、より積極的に行え
るようにする。 

① 保護者からの訴えを学年や部会・
委員会で共有し、組織的な対応が
できたか。 

 
② 対面、オンラインなどを工夫し、

社会や保護者・地域の希望に沿っ
た情報発信をすることができた
か。 

① 保護者からの相談や訴えに、適切な対応
をしていることに対する肯定的な回答
は、教員が１００％だったのに対し、保
護者は８２％だった。 

② 情報発信ついて、教員は８５％が肯定的
だが、保護者は連絡がわかりやすいが７
１％、積極的な発信・公開については４
９％だった。参集できる行事が増えたの
で、宿泊学習や学年行事の様子をブログ
で配信した。 

Ｂ 

① 保護者からの相談への対応につ
いて、教職員と保護者の意識に
乖離がある。組織的な対応をさ
らに充実させる。 

② コロナ禍を経て学校からの発信
を工夫している最中だが、保護
者にとって学校からの情報には
多様なニーズがあり、効率がよ
くわかりやすい情報発信をす
る。 
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教職員の資質向上に関する取組 
<現状> 
○校長による教室訪問、各自の授業研究などの研

修を通して、教員が自身のこだわりをもって授
業を行った。「主体的・対話的で深い学び」に
向けての授業改善の意識は９割の教職員が肯定
的な回答をしている。 

○特別支援教育に係る研修会を通して、全ての教
職員がより深い児童理解につながったと実感し
ている。 

<課題> 
○授業の基盤となる、児童・保護者との確かな信

頼関係を構築できる実践力の育成が必要と、
日々の取組から教職員は考えている。 

○「わかる授業」「楽しい授業」に向けて、教職
員同士が他者への貢献と他者の知見を積極的に
活用できるチーム力の育成が必要である。 

・真の楽しさを
味わわせるこ
とができる教
職員の育成 

① 児童との信頼関係を構築するため
に、特別支援教育に係る研修会を
継続し、正しい児童理解と支援を
行う。 

② 学校課題研究を充実させ授業研究
を柱とした研究を推進する。 

③ 学期に１回以上、校長による教室
訪問を継続するとともに、これま
でも実践してきた一人一公開授業
を教職員が相互に授業参観を行い
ながら、積極的に意見交換できる
ようにする。 

① 特別支援教育に係る研修会を実施
し、児童の困り感に応じた個別の
支援を実施することができたか。 
 

② 指導者を招聘した研究授業を実施
することができたか。 

③ 校長や教職員同士で授業について
語り合い、他者への貢献や他の知
見の活用をすることができたか。 

① 特別支援に係る研修会をとおして、個別
の支援が実施でき、正しい児童理解と支
援ができたと感じている教員が９５％だ
った。 

② 指導者を招聘した授業研究会をとおし
て、学校課題研修を進めることができた
と感じている教員が９２％だった。 

③ 校長による教室訪問で、視点に沿った授
業を実施できたと感じている教員が８
８％、他の職員との相互の授業参観によ
って他者への貢献や他の知見の活用がで
きたと感じている教員が９５％だった。 

Ａ 

① 保護者からの学級間格差を心配
する声が少なくない。個々教員
が指導力を向上させるととも
に、学年経営を充実させる。 

② 特別支援教育に係る研修会を実
施し、児童の困り感に応じた個
別支援ができる力をのばす。 

③ 指導者を招聘した研究授業を実
施し、授業力を向上させる。 

④ 年間一人一回を目標とした授業
公開を行い、意見交換をする中
で他者への貢献や他の知見の活
用をする。 

⑤ 研修履歴を活用した対話に基づ
く受講奨励を充実させる。 

 

・保護者からの学級間格差につ
いては、引き続き対応を継続
していただきたい。 

・教員がお互いに授業を見あう
ということは、非常に効果が
あると思うので、継続して実
施してほしい。知見の共有は
大切である。 

・教員の個性や特性も生かしな
がら、活躍の場面を設定でき
ると、児童の深い学びにつな
がるだろう。 

・特別支援教育については、委
員として学ぶ機会があれば参
加したい。 



 


